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A Research on Feasibility of Cooperation with ASEAN Dialogue Partners under the
インド太平洋構想におけるASEAN対話国との協力可能性に関する研究

－2019年12月に田中明彦学長を座長とし、関係省庁、経済団体、GRIPS・その他研究機関がインド太平洋協力の具体化
に向けて議論を行うインド太平洋協力研究会を立ち上げ、これまで研究会を３回開催。
－インドネシア・シンガポールに出張し、相手国の政府・研究機関と協議を行った結果、AOIPを支援するトラック２フォーラ
ムの立ち上げに向けた協力を進めていく見通し。
－研究会の議論を踏まえ政策提言の骨子をまとめており、ポイントは以下のとおり。
　・グローバル化と技術革新により、インド太平洋地域は、国際秩序の揺らぎ、第四次産業革命の進展、コネクティビティの
拡大、経済社会課題の顕在化等の地形学的な課題に直面。
　・アジアを中心とする協力枠組が「東から西」（APEC→インド太平洋）、「ASEANから周辺国」（AFTA→ASEAN+1→
RCEP・CPTTT）へ拡大・深化する中、米国・中国の地域協力への建設的関与、インドのRCEP参加を促すことが重要。
　・インド太平洋地域の平和と安定に向けて、①デカップリングでなく競争的共存（米中対立によるサプライチェーン分断リ
スクの回避）、②ルールによる橋渡し（海洋安全保障、通商、技術、デジタル、インフラ等）、③技術革新による課題解決
（デジタル・エネルギー等の先進技術活用）等の考え方の共有を目指す。
　・AOIPの協力の具体化のために、①海洋協力（海洋紛争の平和的解決のための人材育成・機材供与）、②コネクティビ
ティ（経済デジタル化を踏まえたインド太平洋大の連結性マスタープランの策定）、③SDGs（各国の優先課題の特定、デ
ジタル経済を活用した統合ソリューションの提示）、④その他協力（RCEP早期署名、CPTPPメンバー拡大、地域間FTA（例
－CPTPP・EU）の検討）等を進める。
　・政府、産業界、大学・研究機関が連携したインド太平洋協力の推進体制の構築、特に首脳・閣僚レベルの官民対話の
開催を通じた産業界の巻き込み、大学・研究機関が政策提言を行うトラック２フォーラムの構築が必要。

2019年6月のASEANサミットで、「インド太平洋に関するASEANアウトルック（AOIP）」が採択され、同年11月の東アジア首
脳会議（EAS）でも採択されるとともに、具体的な協力内容の検討を開始することとなった。今後、インド太平洋構想がアジ
アを中心とする広域経済圏の形成を目指す重要な枠組みとなる中で、中長期的な視点に立って、インド太平洋構想の進
め方や具体的な協力内容に関する政策提言を打ち出すとともに、インド太平洋構想を支援する東アジア首脳会議参加国
のトラック２（大学・研究機関）のフォーラム構築を実現させることが本研究の目的である。

(全ての項目含め、1頁以内で記述してください。)
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